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(百万円未満切捨て)

１．2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 68,260 11.1 16,521 8.5 11,428 13.5
2024年3月期第3四半期 61,426 △2.1 15,228 △23.1 10,065 △27.9

(注) 包括利益 2025年3月期第3四半期 3,972百万円(△29.1％) 2024年3月期第3四半期 5,599百万円(－％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 176.26 176.13
2024年3月期第3四半期 154.02 153.90

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 5,886,150 234,842 4.0
2024年3月期 5,831,379 238,113 4.1

(参考) 自己資本 2025年3月期第3四半期 233,815百万円 2024年3月期 237,070百万円

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 － 25.00 － 25.00 50.00
2025年3月期 － 45.00 －
2025年3月期(予想) 45.00 90.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,600 1.0 21,100 4.8 14,500 △3.5 224.28

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年3月期３Ｑ 67,300,000株 2024年3月期 67,300,000株

② 期末自己株式数 2025年3月期３Ｑ 3,235,112株 2024年3月期 1,769,040株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期３Ｑ 64,842,211株 2024年3月期３Ｑ 65,352,147株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、貸出金利息や有価証券利息配

当金が増加したことなどにより、資金利益は増加しました。また、役務取引等利益は増加したもの

の、与信コスト総額は増加しました。

以上などにより、経常収益は前年同期比68億34百万円増加の682億60百万円、経常費用は前年同

期比55億41百万円増加の517億39百万円、経常利益は前年同期比12億93百万円増加の165億21百万円

となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比13億63百万円増加の114億28百万円と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が5兆8,861億円、

純資産が2,348億円となりました。

貸出金につきましては、中小企業向け貸出等が増加したことなどから、前連結会計年度末比

2,922億円増加の4兆1,246億円となりました。

預金・譲渡性預金につきましては、前連結会計年度末比412億円増加の4兆7,259億円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の業績予想につきましては、今後の経済・金融情勢等により有価証券関係損益や与

信関連費用等が変動する可能性があるため、2024年５月13日に公表しました業績予想から変更して

おりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

現金預け金 983,679 751,361

買入金銭債権 0 0

金銭の信託 8,872 8,488

有価証券 882,430 882,602

貸出金 3,832,494 4,124,698

外国為替 3,317 4,612

その他資産 65,489 53,522

有形固定資産 34,362 35,112

無形固定資産 4,522 4,330

退職給付に係る資産 31,058 31,499

繰延税金資産 4,394 6,521

支払承諾見返 6,987 8,781

貸倒引当金 △26,231 △25,380

資産の部合計 5,831,379 5,886,150

負債の部

預金 4,625,354 4,672,401

譲渡性預金 59,328 53,504

売現先勘定 4,309 4,490

債券貸借取引受入担保金 52,724 104,779

借用金 803,279 762,999

外国為替 213 383

その他負債 40,213 43,200

退職給付に係る負債 26 25

睡眠預金払戻損失引当金 226 143

偶発損失引当金 384 356

繰延税金負債 217 241

支払承諾 6,987 8,781

負債の部合計 5,593,266 5,651,308

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 2,495 2,499

利益剰余金 162,918 169,804

自己株式 △2,630 △5,326

株主資本合計 242,879 247,074

その他有価証券評価差額金 △13,406 △20,025

繰延ヘッジ損益 306 79

退職給付に係る調整累計額 7,290 6,687

その他の包括利益累計額合計 △5,808 △13,258

新株予約権 78 69

非支配株主持分 964 957

純資産の部合計 238,113 234,842

負債及び純資産の部合計 5,831,379 5,886,150
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

経常収益 61,426 68,260

資金運用収益 35,146 41,632

(うち貸出金利息) 27,161 30,952

(うち有価証券利息配当金) 7,105 9,013

役務取引等収益 12,968 13,905

その他業務収益 7,633 8,795

その他経常収益 5,678 3,927

経常費用 46,198 51,739

資金調達費用 4,185 5,670

(うち預金利息) 76 1,539

役務取引等費用 4,019 4,266

その他業務費用 8,750 10,507

営業経費 24,519 26,136

その他経常費用 4,723 5,157

経常利益 15,228 16,521

特別利益 35 13

固定資産処分益 35 13

特別損失 73 178

固定資産処分損 69 45

減損損失 4 133

税金等調整前四半期純利益 15,190 16,355

法人税、住民税及び事業税 4,426 4,138

法人税等調整額 687 792

法人税等合計 5,113 4,930

四半期純利益 10,076 11,425

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

10 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,065 11,428
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 10,076 11,425

その他の包括利益 △4,476 △7,453

その他有価証券評価差額金 △3,647 △6,622

繰延ヘッジ損益 △118 △227

退職給付に係る調整額 △710 △603

四半期包括利益 5,599 3,972

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,663 3,978

非支配株主に係る四半期包括利益 △63 △6
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他 合 計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額銀行業

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

53,327 8,098 61,426 － 61,426

セグメント間の内部
経常収益

244 1,288 1,533 △1,533 －

計 53,572 9,387 62,959 △1,533 61,426

セグメント利益 13,806 1,407 15,213 14 15,228

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、事務代行業

務、職業紹介業務、信用保証業務、リース業務、ベンチャーキャピタル業務、投資業務、
クレジットカード業務、プログラム作成・販売、計算受託業務を含んでおります。

３ セグメント利益の調整額14百万円は、セグメント間取引消去であります。
４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、一部の固定資産について、割引前将来キャッシュ・フロ

ーの総額が帳簿価額に満たないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、4百万円であり

ます。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他 合 計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額銀行業

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

60,111 8,149 68,260 － 68,260

セグメント間の内部
経常収益

297 1,394 1,692 △1,692 －

計 60,408 9,544 69,953 △1,692 68,260

セグメント利益 15,273 1,248 16,522 △0 16,521

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、事務代行業

務、職業紹介業務、信用保証業務、リース業務、投資業務、クレジットカード業務、プ
ログラム作成・販売、計算受託業務を含んでおります。

３ セグメント利益の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。
４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、一部の固定資産について、割引前将来キャッシュ・フロ

ーの総額が帳簿価額に満たないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、133百万円であ

ります。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりませ

ん。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）

は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 2,107百万円 2,383百万円

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りに用いた仮定については、当第３

四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）

に記載した内容から重要な変更はありません。
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（注）１．記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断

　　　　　する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

　　　　　ります。
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１．損益の状況
　

（単位：百万円）

前年同期比

1  60,408  6,836  53,572

2  40,736  5,155  35,581

3  35,976  4,996  30,980

4 うち貸出金利息  30,964  3,786  27,178

5 うち有価証券利息配当金  9,016  1,908  7,108

6 うち投資信託解約損益  960  817  143

7 うち預金等利息（△）  1,566  1,489  77

8  7,252  711  6,541

9 その他業務利益 △  2,493 △  553 △  1,940

10 うち国債等債券損益 △  3,281 △  981 △  2,300

11  25,123  1,409  23,714

12  15,613  3,746  11,867

13  18,895  4,728  14,167

14  17,934  3,910  14,024

15  248  684 △  436

16  15,364  3,061  12,303

17 △  92 △  1,592  1,500

18 不良債権処理額②（△）  3,485  29  3,456

19 （与信費用①＋②（△）） (3,734)  (714) (3,020)

20 うち貸出金償却（△）  2,225  250  1,975

21  1,040 △  252  1,292

22 償却債権取立益  421 △  343  764

23 株式等関係損益  1,602 △  1,018  2,620

24 その他臨時損益  1,369 △  203  1,572

25  15,272  1,468  13,804

26 △  160 △  123 △  37

27 税引前四半期純利益  15,111  1,345  13,766

28 法人税等合計（△）  4,510 △  91  4,601

29 法人税、住民税及び事業税（△）  3,775 △  149  3,924

30 法人税等調整額（△）  734  58  676

31  10,601  1,436  9,165

32  3,284  1,028  2,256

33  12,385  1,700  10,685

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益（債券５勘定尻）控除後の業務純益です。

　　　２．与信コスト総額は、与信費用に償却債権取立益などの与信関連損益を加味して算出しております。

　　　３．顧客向けサービス業務利益は、以下の通りです。

　　　　　顧客向けサービス業務利益＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

　　　４．（△）は損失項目です。

与信コスト総額（△）

顧客向けサービス業務利益

業務純益

臨時損益

うち個別貸倒引当金繰入額（△）

経常利益

特別損益

四半期純利益

役務取引等利益

経費（除く臨時処理分）（△）

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

うちコア業務純益

うちコア業務純益（除く投資信託解約損益）

一般貸倒引当金繰入額①（△）

○当第３四半期の経営成績につきましては、国債等債券損益及び株式等関係損益の減少や、経費及び与信コスト総額
　などが増加したものの、貸出金利息や有価証券利息配当金、役務取引等利益が増加したことなどにより、経常利益
　は前年同期比１４億円増加の１５２億円、四半期純利益は前年同期比１４億円増加の１０６億円となりました。
○「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置付けている顧客向けサービス業務利益は、貸出金が増加したこと
　や、役務取引等利益が増加したことなどから、前年同期比１７億円増加の１２３億円となり堅調に推移しました。

（単体） 2025年3月期
第3四半期

2024年3月期
第3四半期

経常収益　

業務粗利益　

資金利益
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２．預金等、貸出金の残高
（単位：百万円）

2024年3月末比 2023年12月末比

1 預金・譲渡性預金（期末残高） 4,747,385 41,670 42,428 4,705,715 4,704,957 

2 うち預金 4,683,880 47,494 44,334 4,636,386 4,639,546 

3 うち個人預金 3,228,718 42,312 24,104 3,186,406 3,204,614 

4 貸出金（期末残高） 4,147,708 296,369  358,118  3,851,339 3,789,590 

5 うち消費者ローン 1,292,943 49,512 64,992 1,243,431 1,227,951 

6 うち住宅ローン 1,045,084 33,953 40,457 1,011,131 1,004,627 

7 中小企業等貸出金（期末残高） 3,120,703 201,413  266,263  2,919,290 2,854,440 

３．預かり資産残高
（単位：百万円）

2024年3月末比 2023年12月末比

1 預かり資産残高（期末残高） 196,628  19,859 36,658 176,769  159,970  

2 191,842  19,191 35,834 172,651  156,008  

3 4,785 667 823 4,118 3,962 

４．自己資本比率（国内基準）
（単位：百万円）

2024年3月末比

1 自己資本比率（2÷5） 12.31% △  0.46㌽ 12.77%

2 自己資本（3－4） 232,348  5,204 227,144  

3 コア資本に係る基礎項目 257,315  5,400 251,915  

4 コア資本に係る調整項目 24,966 195 24,771 

5 リスク・アセット等 1,886,680 109,104  1,777,576 

6 総所要自己資本額（5×4%） 75,467 4,364 71,103 

（単位：百万円）

2024年3月末比

1 自己資本比率（2÷5） 11.52% △  0.45㌽ 11.97%

2 自己資本（3－4） 215,767  4,493 211,274  

3 コア資本に係る基礎項目 233,819  5,223 228,596  

4 コア資本に係る調整項目 18,052 730 17,322 

5 リスク・アセット等 1,872,058 108,306  1,763,752 

6 総所要自己資本額（5×4%） 74,882 4,332 70,550 

投資信託

国債等

（連結）

（単体）

（単体）

（単体）

2024年12月末

2024年3月末

2024年3月末

2023年12月末

2024年3月末 2023年12月末

2024年12月末 2024年3月末

2024年12月末

2024年12月末
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５．時価のある有価証券の評価差額

1 満期保有目的

2 その他有価証券

3 株式　

4 債券

5 その他

6 合計

６．金融再生法開示債権

1

2

3

4

5

6

7

（単位：百万円）

（単体）

2024年12月末 2024年3月末

評価差額 評価差額
評価益 評価損 評価益 評価損2024年3月末比

△  258 △  258 －       258 △　0

△  29,702 △  9,148  15,516  45,219 △  20,554  17,721

 12,633  1,381  14,570  15,361

 18  19

 38,275

 790

△  28,785 △  10,657  111  28,896 △  18,128  456

 18,900

 18,584

 11,251 △  3,319

△  12,169  4,828  2,772  14,941 △  16,997  1,903

 38,295

（注）時価のある子会社・関連会社株式はございません。

（単位：百万円）

△  29,961 △  9,406  15,516  45,477 △  20,555  17,740

（単体） 2024年12月末 2024年3月末 2023年12月末
2024年3月末比 2023年12月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額  2,434 △  12,011 △  11,444  14,445  13,878

危険債権額  51,269 △  2,270 △  6,645  53,539  57,914

要管理債権額  8,657 △  435 △  1,699  9,092  10,356

小計  62,361 △  14,716 △  19,788  77,077  82,149

（合計債権残高に占める比率） (1.48%) (△  0.50㌽) (△  0.66㌽) (1.98%) (2.14%)

正常債権額  4,129,859  314,374  378,541  3,815,485  3,751,318

以　　上

合計  4,192,221  299,658  358,753  3,892,563  3,833,468
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２０２５年３月期　第３四半期決算について ２０２５年２月３日

＜業績概要（単体）＞

＜顧客向けサービス業務利益＞ ＜顧客向けサービス業務利益　増加要因＞

株式会社　紀陽銀行

（注） 業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。

○当第３四半期の経営成績につきましては、国債等債券損益及び株式等関係損益の減少や、経費及び与信
コスト総額などが増加したものの、貸出金利息や有価証券利息配当金、役務取引等利益が増加したこと
などにより、経常利益は前年同期比１４億円増加の１５２億円、四半期純利益は前年同期比１４億円増
加の１０６億円となりました。

○「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置付けている顧客向けサービス業務利益は、貸出金が増
加したことや、役務取引等利益が増加したことなどから、前年同期比１７億円増加の１２３億円となり
堅調に推移しました。
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※顧客向けサービス業務利益

＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

（単位：百万円）

前年同期比

1 40,736 5,155        35,581 

2 35,976 4,996        30,980 

3 うち貸出金利息 30,964 3,786        27,178 

4 うち有価証券利息配当金 9,016 1,908        7,108 

5 うち投資信託解約損益 960 817          143 

6 うち預金等利息（△） 1,566 1,489        77 

7 7,252 711          6,541 

8 うち役務取引等収益 12,203 977          11,226 

9 うち役務取引等費用（△） 4,951 266          4,685 

10 △ 2,493 △  553 △ 1,940 

11 うち国債等債券損益 △ 3,281 △  981 △ 2,300 

12 25,123 1,409        23,714 

13 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 15,613 3,746        11,867 

14 うちコア業務純益 18,895 4,728        14,167 

15 うちコア業務純益（除く投資信託解約損益） 17,934 3,910        14,024 

16 248 684          △ 436 

17 業務純益 15,364 3,061        12,303 

18 △ 92 △  1,592 1,500 

19 3,485 29           3,456 

20 うち償却債権取立益 421 △  343 764 

21 1,602 △  1,018 2,620 

22 経常利益 15,272 1,468        13,804 

23 △ 160 △  123 △ 37 

24 4,510 △  91 4,601 

25 四半期純利益 10,601 1,436        9,165 

26 与信コスト総額（△） 3,284 1,028        2,256 

27 12,385       1,700        10,685       

2025年3月期
第3四半期

2024年3月期
第3四半期

業務粗利益　

資金利益

役務取引等利益

うち株式等関係損益

特別損益

法人税等（△）

顧客向けサービス業務利益

その他業務利益

経費（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

臨時損益

うち不良債権処理額（△）

（億円）
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株式会社　紀陽銀行

＜貸出金残高＞ ＜貸出金利息・貸出金利回 ＞

＜役務取引等収益＞ ＜経費＞

＜コア業務純益・経常利益・四半期純利益＞ ＜単体・連結最終利益＞

＜通期業績予想に対する進捗率＞ ＜自己資本比率＞
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